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※予算書は通常千円単位で表すため、端数処理の関係で予算額と一致しな
　いことがあります。
＊１ 自主財源：地方公共団体が自主的に収入できる財源
＊２ 依存財源：国や県からもらう交付金など
＊３ 義務的経費：人件費・扶助費・公債費など、支出が法令で義務付けら
　　 れている経費
＊４ 投資的経費：道路・公園・学校・公営住宅の建設などに必要な経費

▲

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
・
歳
出
内
訳

歳入
市税
　141 億 6,074 万円

国・県支出金
　73 億 6,311 万円

市債
　74 億 9,040 万円

その他
（基金繰入金など）
　21 億 5,451 万円

国からの交付金
　130 億 8,929 万円

負担金・
使用料など
　12 億 5,847 万円自主財源

39％依存財源
61％

*２
*１

455 億 1,652 万円

歳出
（目的別）

労働費　
　7,176 万円

土木費　
　30 億 646万円

民生費
　140 億 9,324 万円

議会費　
　3 億 805万円

衛生費
　42 億 4,452 万円

消防費　
　22 億 5,764 万円

農林業費　
　18 億 6,993 万円

予備費　3,000 万円
公債費　
　66 億 8,912 万円災害復旧費　

　2 億 3,000 万円
教育費　
　33 億 6,545 万円

商工費　
　7 億 3,273 万円

総務費
　86 億 1,762 万円

455 億 1,652 万円

投資的経費
14％

補助費等
　41 億 770万円

公債費
　66 億 8,912 万円

繰出金
　35 億 4,953 万円

扶助費
　78億477万円

物件費
　69 億 9,167 万円

その他
（積立金など）
　10 億 865万円

義務的経費
51％

人件費
　85 億 7,171 万円

その他経費
35％

災害復旧事業費
　2 億 3,000 万円

維持補修費
　4 億 5,448 万円

普通建設事業費
　61 億 889万円

歳出
（性質別） *３

*４
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▲

予算を家計に例えると…？

借金や預貯金の取り崩し
に頼っている

　今年度の予算は、「ムダのない財政運営」を基本
として、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と「第
２次伊賀市総合計画第１次再生計画」との整合性
を図りながら、「来たい・住みたい・住み続けたい

“伊賀”づくり」を目標に編成を行いました。
　一般会計では、新庁舎整備にかかる予算などを
計上したため、昨年度と比較して 19 億 9,564 万
円の増額となっています。

会計名 予算額 伸率（％）
一般会計 455 億 1,652 万円 4.6

特別会計
　
　

国民健康保険
事業 114 億 7,549 万円 3.1

（事業勘定） 113 億 2,101 万円 3.2
（直営診療） 1 億 5,448 万円 △ 1.0
住宅新築資金
等貸付 1,624 万円 △ 22.3

駐車場事業 3,674 万円 △ 0.9
介護保険事業 105 億 7,902 万円 6.9
農業集落排水
事業 13 億 5,136 万円 1.6

公共下水道事業 9 億 4,826 万円 △ 2.4
浄化槽事業 2,379 万円 1.1
サービスエリア 1,403 万円 4.9
後期高齢者医療 11 億 321 万円 3.3
小　計 255 億 4,814 万円 4.3

※端数処理の関係で合計が一致しないことがあります。

▲

会計別内訳
会計名 予算額 伸率（％）

企業会計
病院事業 48 億 4,786 万円 4.9
水道事業 51 億 3,549 万円 △ 11.0
小　計 99 億 8,335 万円 △ 3.9

財産区
特別会計

島ヶ原財産区 2,791 万円 △ 0.6
大山田財産区 1,250 万円 △ 29.7
小　計 4,041 万円 △ 11.9

合　計 810 億 8,842 万円 3.4

月収［市税・国からの交
付金など］ 29 万 6,600 円

親からの支援など
［国・県支出金］   ７万 3,700 円

借金［市債］   ７万 4,900 円
預貯金の取り崩し

［基金繰入金］             １万円

合　計 45 万 5,200 円

収入［歳入］

食費など［人件費］   ８万 5,700 円
自宅の増改築［災害復旧
事業費・普通建設事業費］   ６万 3,400 円

医療費［扶助費］   ７万 8,100 円
借金の返済［公債費］   ６万 6,900 円
貯金［積立金］          4,700 円
各種会費［補助費等］   ４万 1,100 円
光熱費・交際費など

［物件費・維持補修費・繰
出金など］

11 万 5,300 円

合　計 45 万 5,200 円

支出［歳出］

実際の収入
37 万 300 円

支　出
45 万 5,200 円

不足額
８万 4,900 円

　平成 28年度の一般会計予算を 10万分の 1
にして、ひと月の収支が約 45 万 5,200 円の
家計に例えて説明します。

※市の予算には多くの種類の歳入・歳出があるため、一般の家庭とは内訳が少し異なります。
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※グラフは概算です。

▲

市債の残高

▲

基金の残高 　各事業を行うにあたり財源
が不足しているため、市の貯金
である基金から約 10 億 2,000
万円を取り崩す予定です。
　また、財政調整基金  など約
４億 7,000 万円を積み立てる
ため、今年度末の基金残高は
約 133 億円となる見込みです。

*５

＊５ 財政調整基金
　大幅な税収の減少や災害時など
での支出の増加に備えた積み立て

　今年度は、約 74
億 9,000 万 円 の 借
り入れに対して償還
額が約 61 億 1,000
万円であるため、今
年度末の市債残高予
定額は約 574 億円
となります。

　市が建設事業などのために借り入れた市債
の残高は、昨年度末では約 561 億円になる見
込みです。約 59 億円を償還（返済）するのに
対し、合併特例事業  を中心に約 57 億円を借り
入れました。
※借り入れ額は繰り越す事業を含む。（昨年度の
　実借入予定額は約 50 億円程度になる見込み。）

*６

＊６ 合併特例事業
　合併した市町村だけが一定の期
限の中で借りることのできる有利
な市債（合併特例債）で行う事業

＊７ 臨時財政対策債
　国の財源不足により、地方交付
税として交付すべき財源が不足し
たときに、地方交付税の交付額を
減らし、地方公共団体自らに地方
債を発行させる制度。
　形式的には、その自治体が地方
債を発行するが、償還の費用は次
年度以降の地方交付税で措置され
るため、実質的には地方交付税の
代替財源となります。

※グラフは概算です。
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市債残高
臨時財政対策債                                   を除く市債残高*７

さらに詳しく知りたい人は…
　平成 28 年度当初予算についてまとめた「伊賀市の予算
と財政状況」を作成します。
　５月中に各地区市民センターに配布するほか、市ホーム
ページでもご覧いただける予定です。
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２～４ページに掲載した予算を使って、次のような事業を予定しています。

今年度の主な事業

 ２．産業・交流
▲

企業立地促進経費 　１億 3,093 万円（商工労働課）
　企業誘致に関する経費で、伊賀市工場誘致条例に基
づく優遇措置を行い、企業誘致を推進します。
　また、未操業企業の早期の操業に向け支援するとと
もに、民間遊休地などへの企業誘致を推進します。

▲

産学官連携研究開発拠点運営経費　
2,031 万円（商工労働課）

　大学の研究技術と企業
のニーズを融合し、共同
開発を始めとする既存産
業の高度化や、インキュ
ベーション（起業支援）
などによる新産業の創出

を促進します。そのために、産学官連携地域産業創造
センター「ゆめテクノ伊賀」を拠点施設として位置づ
け、豊かな地域資源を活用し、産学官民の連携による
共同研究や人材育成などを推進するため、「ゆめテク
ノ伊賀」（運営主体：（公財）伊賀市文化都市協会）の運
営を補助します。

▲

産業集積開発事業推進経費
　358 万円（産業集積開発課）

　U・I ターンの促進や若年層の定住促進には、働く
場の確保が緊急の課題であり、多様な産業の立地が必
要となりますが、現在受け皿となる産業用地が不足し
ている状態です。そのため、民間活力を生かした産業
用地の確保を図ります。

①子育て支援ヘルパー派遣事業
    226 万円（こども未来課）

　出産前後の母親をサポートするためにヘルパーを派
遣し、家事や育児の支援を行います。

②５歳児発達相談事業　 　200 万円（こども未来課）
　現在行われている幼児健診（１歳６カ月児健診・３
歳児健診）では分からなかった社会性や軽度の発達上
の課題を明らかにし、必要な場合には就学支援につな
げます。

　また、子どもへの関わ
り方などについての相談
の機会を設けることで、
子どもの発達特性につい
て保護者や保育者の理解
を深め、子育て支援につ
なげます。

③結婚サポート事業　　　　97 万円（こども未来課）
　結婚に関するセミナーを開催し、結婚サポート事業
を行う団体などに対して補助金を支出します。

④不妊治療等助成事業　    　630 万円（健康推進課）
　特定不妊治療、不育症治療、男性不妊治療、第２子
以降の特定不妊治療 ( 助成回数の追加）・一般不妊治
療を受けた夫婦の経済的負担の軽減を目的に、その不
妊治療に要した費用の一部を助成します。

※①③は、新規事業として 18 ページでもご紹介して
　いますのでご覧ください。

 １．健康・福祉

　市では、伊賀市版「出会いから結婚、妊娠、出産、
子育てまで」安心支援パッケージ事業に取り組み
ます。
　これは、「来たい・住みたい・住み続けたい“伊
賀”」をめざして、若い人たちが安心して住み、子
どもを生み育てる環境を充実させることを市の政
策に位置づけているもので、次の４つの事業を始
め、さまざまな取り組みを進めていきます。
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 ４．生活基盤

▲

伊賀鉄道活性化促進事業 １億3,088万円（交通政策課）
　伊賀線の存続のため、伊
賀鉄道㈱に対して運営費の
補助を行い、市民の移動手
段の確保を図ります。
　また、同線の活性化や

利用促進に向け、新駅整備実施設計業務を行うほか、
列車車両内装の木質化や児童・生徒の団体利用に対す
る補助、開業 100 周年記念事業に係る負担金の支出
などを行います。

▲

道路維持経費　　１億 8,171 万円（建設１課など）
　市が管理する市道などの維持管理にかかる経費です。
車両などの通行時に支障となる路面の破損箇所の修繕、
補修工事や障害物の撤去、幹線道路の除草作業、冬季の

融雪剤散布などを行い、市道の安全確保に努めます。
　また、地区内道路を地元が補修する場合は、原材料
などの支給を行います。

▲

街なみ環境整備事業　
１億 4,137 万円（中心市街地推進課など）

　城下町エリアの歴史性や文化を守りながら暮らしや
すいまちを実現するため、国土交通省の同意を受けた

「うえのまち地区街なみ環境整備事業計画」に基づいて
良好なまちなみ形成・住環境の整備改善に関する事業
を実施しており、引き続き社会資本整備総合交付金事
業を活用し、道路美装化事業などを行っています。
　また、伊賀市景観計画に基づき、景観の保全と形成
に向け、伊賀市ふるさと風景づくり助成金交付要綱に
より、建物・工作物の改修などに対する助成を行います。

 ５．文化・地域づくり　
▲

空き家等対策推進事業経費　
2,480 万円（市民生活課）

　「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づき、
特定空家等への措置を行います。
　また、空き家などを適切に管理し、利活用を促進す
るよう啓発を行います。

▲

移住・交流推進事業
 1,083 万円（地域づくり推進課）

　移住コンシェルジュを設置し、移住
相談や移住・交流情報の発信、PR 活
動などの充実を図ります。
　また、大都市圏での移住相談会の開
催や地域おこし協力隊員の募集なども
行い、伊賀市への移住促進と地域の活
性化を図ります。また、移住者が市内

の空き家を取得した場合の補助金制度を創設します。

▲

無形文化遺産登録推進経費  147 万円（文化交流課）
　芭蕉顕彰の一環として、
また、生誕地の責務として、
俳句の文化的価値をこれま
で以上に広く発信するた
め、俳句のユネスコ無形文
化遺産への登録をめざしま

す。俳句に関連のある団体・個人・自治体などに呼び
かけ、連携を深めながら登録推進事業に取り組みます。

▲

体育施設整備事業　
１億 5,652 万円（スポーツ振興課）

　旧上野商業高校跡地の体育館・武道場・弓道場を市の
体育施設として活用するために整備改修を行います。

▲伊賀市移住
　ガイドブック

 ３．生活・環境

▲

予防接種業務経費　２億 5,936 万円（健康推進課）
　定期予防接種・任意予防接種にかかる費用を助成し
ます。

▲

消防本部新庁舎整備事業　
６億 3,572 万円（消防総務課）

　消防本部新庁舎建設にかかる経費です。
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 ７．市全体の計画の推進　

▲

庁舎整備事業　　　　　 29 億 119 万円（管財課）
　2014（平成 26）年２月に策定した「伊賀市庁舎
整備計画」に基づき、市民が使いやすく安全・安心
な暮らしを支える拠点となる庁舎をめざし、庁舎新
築工事を実施します。

▲

社会保障・税番号制度導入経費
　3,853 万円（広聴情報課）

　マイナンバー法（「行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する法律」）に基づ
く「社会保障・税番号制度」の導入にかかる経費です。

▲

特産農産物等振興事業    1,142 万円（農林振興課）
　伊賀市における特産野菜の生
産・流通の構造改革を推進し、農
産物の高付加価値化と栽培農家の
経営向上を図るため、補助対象品

目野菜であるアスパラガスと菜種の栽培を奨励します。
　また、伊賀の特産品である伊賀米・伊賀牛を市外へ
売り込むため、イベントを開催します。  

▲

伊賀ブランド推進事業費補助金
　300 万円（商工労働課）

　伊賀ブランドの募集・認定・PR を行う伊賀ブラン
ド推進協議会（上野商工会議所・伊賀市商工会・伊賀

市などで構成）に対し、補助金を交付します。

▲

着地型観光推進事業経費　 997 万円（観光戦略課）
　「伊賀ぶらり体験博覧会いがぶら」を継続して開催し、
観光客受け入れ主体の発掘・育成の強化を図ります。

▲

伊賀上野灯りの城下町実施委員会負担金
　300 万円（中心市街地推進課）

　伊賀上野城下町を灯りでつなげる「灯りの城下町事
業」が 10 年目を迎えることから、上野城とその周辺
へとエリアを拡大し、観光施設などの魅力アップによ
るまちなかのにぎわい創出に向けて官民一体となって
取り組みます。

　国の平成 27 年度補正予算である「地方創生加速化交付金事業」を活用して、
地域経済の活性化や観光振興などの取り組みを進めます。

地方創生予算

 ６．教育・人権

▲

人権啓発推進経費　
1,431 万円（人権政策・男女共同参画課など）

　部落差別をはじめとするあらゆる差別の撤廃に向け、
各支所管内において啓発活動や企業、各種団体への人
権啓発活動の促進などの取り組みを行っています。
　また、人権フェスティバルなどのイベント、地区単

位での講演会や懇談会
を開催することで、す
べての市民が人権につ
いての正しい理解と認
識をもち、互いの人権
を認め合い、多様性が
尊重されるまちづくり

をめざします。
　さらに、性的少数者への理解を広め、支援するなど、
さまざまな人権課題の解決に取り組みます。

▲

施設改修事業（小学校・中学校）
　１億 264 万円（教育総務課）

　経年劣化などによる、遊具などの改修に係る経費で
す。本年度は、空調設備整備工事や遊具更新工事、消
防設備改修工事などを行います。

▲
新居小学校建設事業　     8,950 万円（教育総務課）

　（仮称）長田・新居小学校の設置校として、新居小
学校校舎棟の改築事業を行います。
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市
で
は
、４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。課
長
・
室
長
級
以
上
の
異
動
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。                                                                                                                       

※
（　

）
は
旧
所
属
・
役
職

 

■
特
別
職

 

■
部
長
級

 

■
次
長
級

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

▼
水
道
事
業
管
理
者　
　
　
　
　
　
　
　

  

北
山
　
太
加
視

▼
参
与　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
森
　
秀
俊

▼
総
務
部
長
（
財
務
部
長
）　　
　
　
　
　
　
　
西
堀
　
薫

▼
財
務
部
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
校
区
再
編
推
進
監
︽
次

長
級
︾
兼
教
育
総
務
課
長
事
務
取
扱
）　　
　
　

 

宮
崎
　
寿

▼
健
康
福
祉
部
長
（
総
務
部
次
長
兼
市
政
再
生
監
）

　
稲
森
　
洋
幸

▼
建
設
部
長
（
産
業
振
興
部
農
村
整
備
課
長
）

　
清
水
　
仁
敏

▼
建
設
部
理
事
〔
産
業
集
積
開
発
担
当
〕《
部
長
級
》
兼
建

設
部
次
長
事
務
取
扱
（
建
設
部
次
長
兼
建
設
１
課
長
事
務

取
扱
兼
事
業
推
進
係
長
事
務
取
扱
）　　
　
　
中
井
　
秀
幸

▼
消
防
長
（
消
防
本
部
消
防
次
長
）　　
　
　
　

 

松
居
　
豊

▼
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
長
事

務
取
扱
（
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
長
）

三
木
　
誓
雄

▼
水
道
部
長（
水
道
事
業
管
理
者
職
務
代
理
者
兼
水
道
部
長
）

谷
口
　
昌
平

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長《
部
長
級
》（
大
山
田
支
所

長
兼
地
域
振
興
総
括
監
事
務
取
扱
）         　
　
児
玉
　
泰
清

▼
危
機
管
理
監
《
次
長
級
》
兼
総
合
危
機
管
理
課
長
事
務

取
扱
（
総
合
危
機
管
理
課
長
）　　
　
　
　
　
　

 

加
藤
　
敦

▼
総
務
部
次
長
兼
秘
書
課
長
事
務
取
扱（
総
務
部
秘
書
課
長
）　　
　
　
　
　

山
本
　
幸
一
郎

▼
企
画
振
興
部
次
長
〔
政
策
、
交
通
、
文
化
担
当
〕
兼
上

野
支
所
長
兼
地
域
振
興
総
括
監
事
務
取
扱
（
企
画
振
興
部

次
長
兼
上
野
支
所
長
兼
地
域
振
興
総
括
監
事
務
取
扱
）　　

藤
山
　
善
之

▼
企
画
振
興
部
次
長
〔
情
報
、
地
域
、
ス
ポ
ー
ツ
担
当
〕
兼

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
事
務
取
扱
（
財
務
部
財
政
課
長
）　　
　
　

前
川
　
浩
也

▼
人
権
生
活
環
境
部
人
権
生
活
調
整
監
《
次
長
級
》
兼
人

権
政
策
・
男
女
共
同
参
画
課
長
事
務
取
扱
（
人
権
生
活
環

境
部
人
権
生
活
調
整
監
《
参
事
級
》
兼
人
権
政
策
・
男
女

共
同
参
画
課
長
事
務
取
扱
）　　
　
　
　
　
　
田
中
　
克
典

▼
人
権
生
活
環
境
部
環
境
政
策
監
《
次
長
級
》
兼
廃
棄
物

対
策
課
長
事
務
取
扱
（
人
権
生
活
環
境
部
環
境
政
策
監
《
参

事
級
》
兼
廃
棄
物
対
策
課
長
事
務
取
扱
）　　
高
木
　
忠
幸

▼
健
康
福
祉
部
次
長
兼
医
療
福
祉
政
策
課
長
事
務
取
扱
（
健

康
福
祉
部
次
長
兼
こ
ど
も
家
庭
課
長
事
務
取
扱
）　　
　
　
　

田
中
　
満



お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
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ら
せ
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■
課
長
級

 

■
参
事
級

▼
産
業
振
興
部
次
長
兼
営
業
本
部
事
務
局
長
（
産
業
振
興

部
商
工
労
働
課
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
　
弘
久

▼
消
防
本
部
消
防
次
長
〔
総
務
担
当
〕
兼
消
防
総
務
課
長

事
務
取
扱
（
消
防
本
部
参
事
兼
消
防
救
急
課
長
事
務
取
扱
）　　
　
　

城
戸
　
直
人

▼
消
防
本
部
消
防
次
長
〔
警
防
担
当
〕
兼
中
消
防
署
長
事

務
取
扱
（
消
防
本
部
参
事
兼
中
消
防
署
長
事
務
取
扱
）　　
　
　

 

久
保
　
安
治

▼
伊
賀
支
所
長
兼
地
域
振
興
総
括
監
事
務
取
扱
（
企
画
振

興
部
広
聴
情
報
課
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
浩
典

▼
島
个
原
支
所
長
兼
地
域
振
興
総
括
監
事
務
取
扱
兼
振
興

課
長
事
務
取
扱
（
島
ヶ
原
支
所
長
兼
地
域
振
興
総
括
監
事

務
取
扱
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
早
　
孝
昭

▼
大
山
田
支
所
長
兼
地
域
振
興
総
括
監
事
務
取
扱
（
大
山

田
支
所
振
興
課
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
福
永
　
富
美
子

▼
青
山
支
所
長
兼
地
域
振
興
総
括
監
事
務
取
扱
（
監
査
委

員
事
務
局
長
︽
次
長
級
︾）　　
　
　
　
　
　

  

森
永
　
典
生

▼
市
議
会
事
務
局
長
《
次
長
級
》（
総
務
部
総
務
課
長
）　 　
　
　
　
　
　

百
田
　
光
礼

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
《
次
長
級
》（
企
画
振
興
部
総
合
政

策
課
副
参
事
︽
課
長
級
︾
兼
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
副

参
事
︽
課
長
級
︾〔
伊
賀
市
・
名
張
市
広
域
行
政
事
務
組
合

へ
派
遣
〕）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

松
本
　
成
隆

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
《
次
長
級
》
兼
産
業
振
興
部
農
山

村
振
興
監
（
産
業
振
興
部
次
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）　 

服
部
　
智
秀

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
校
区
再
編
推
進
監
《
次
長
級
》
兼

教
育
総
務
課
長
事
務
取
扱
（
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病

院
事
務
部
経
営
企
画
課
長
）　　
　
　
　
　
　
中
林
　
靖
裕

▼
企
画
振
興
部
参
事
《
次
長
級
》〔
伊
賀
市
・
名
張
市
広
域

行
政
事
務
組
合
へ
派
遣
〕（
財
務
部
次
長
兼
管
財
課
長
事
務

取
扱
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
槙
　
公
博

▼
消
防
本
部
参
事
兼
消
防
救
急
課
長
事
務
取
扱
（
南
消
防

署
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
　
啓
吾

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事
兼
生
涯
学
習
課
長
事
務
取
扱

兼
中
央
公
民
館
長
事
務
取
扱
兼
上
野
公
民
館
長
事
務
取
扱

（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼

上
野
公
民
館
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
山
　
恭
子

【
総
務
部
】

▼
総
務
部
総
務
課
長
（
健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課
副
参
事

兼
保
険
年
金
係
長
事
務
取
扱
）　　
　
　
　
　
前
田
　
康
人

▼
総
務
部
契
約
監
理
課
長
（
総
合
危
機
管
理
課
主
幹
）

奥
田
　
泰
也

▼
総
務
部
行
財
政
改
革
推
進
課
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課
副
参
事
）　　
　
　
　
　
　
　
　

   

東
　
浩
一

【
企
画
振
興
部
】

▼
企
画
振
興
部
文
化
交
流
課
長
（
市
政
再
生
課
長
）

滝
川
　
博
美

▼
企
画
振
興
部
広
聴
情
報
課
長
（
企
画
振
興
部
広
聴
情
報

課
主
幹
兼
広
報
広
聴
係
長
）　　
　
　
　
　
　
川
部
　
千
佳

▼
企
画
振
興
部
交
通
政
策
課
長
（
企
画
振
興
部
文
化
交
流

課
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
　
健
至

【
財
務
部
】

▼
財
務
部
管
財
課
長
（
財
務
部
管
財
課
副
参
事
兼
管
財
係
長

事
務
取
扱
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
順
一

▼
財
務
部
財
政
課
長
（
財
務
部
財
政
課
副
参
事
）福

岡
　
秀
明

▼
財
務
部
課
税
課
長
（
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
副
参
事

兼
計
画
係
長
事
務
取
扱
）　　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
知
大

▼
財
務
部
収
税
課
長
（
総
務
部
秘
書
課
副
参
事
）一

路
　
勝
巳

▼
財
務
部
債
権
管
理
課
長
（
財
務
部
収
税
課
長
）東

瀬
　
嘉
章

【
人
権
生
活
環
境
部
】

▼
下
郡
市
民
館
長
（
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
不
燃
物
処
理
場
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
奥
井
　
直
司

▼
ラ
イ
ト
ピ
ア
お
お
や
ま
だ
館
長
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）

比
口
　
博

▼
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
不
燃
物
処
理
場

長
（
健
診
セ
ン
タ
ー
健
診
管
理
課
長
）　　
　
前
川
　
一
幸

▼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
（
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

副
参
事
兼
不
燃
物
処
理
場
副
参
事
）　　
　
　
稲
森
　
真
一

【
健
康
福
祉
部
】

▼
健
康
福
祉
部
〔
社
会
福
祉
事
務
所
〕
こ
ど
も
未
来
課
長

（
上
野
支
所
振
興
課
長
）　　
　
　
　
　
　
　

  

中
岡
　
久
美

▼
健
康
福
祉
部
〔
社
会
福
祉
事
務
所
〕
保
育
幼
稚
園
課
長
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【
問
い
合
わ
せ
】　

　
人
事
課

　
☎
22
・
９
６
０
５　
ＦＡＸ
22
・
９
６
１
６

（
健
康
福
祉
部〔
社
会
福
祉
事
務
所
〕こ
ど
も
家
庭
課
副
参
事

兼
管
理
係
長
事
務
取
扱
）　　
　
　
　
　
　
　
　
濱
村
　
昭

▼
健
康
福
祉
部
〔
社
会
福
祉
事
務
所
〕
福
祉
相
談
調
整
課

長
（
健
康
福
祉
部
〔
社
会
福
祉
事
務
所
〕
介
護
高
齢
福
祉

課
副
参
事
兼
認
定
調
査
係
長
事
務
取
扱
）　　
川
出
　
敦
子

【
産
業
振
興
部
】

▼
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
長
（
産
業
振
興
部
中
心
市
街

地
推
進
課
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
　
久
仁
寿

▼
産
業
振
興
部
農
村
整
備
課
長
（
建
設
部
建
設
２
課
副
参

事
兼
総
務
管
理
係
長
事
務
取
扱
）　 　
　
　
　

  

山
本
　
学

▼
産
業
振
興
部
商
工
労
働
課
長
（
健
康
福
祉
部
医
療
福
祉

政
策
課
主
幹
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
北
　
博
章

▼
産
業
振
興
部
中
心
市
街
地
推
進
課
長
（
市
政
再
生
課
副

参
事
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
　
敬
二

【
建
設
部
】

▼
建
設
部
建
設
１
課
長
兼
総
務
管
理
係
長
事
務
取
扱
（
建

設
部
建
設
１
課
副
参
事
兼
総
務
管
理
係
長
事
務
取
扱
）　　
　
　
　

岩
野
　
庄
司

▼
建
設
部
都
市
計
画
課
長
（
総
務
部
契
約
監
理
課
長
）

瀧
川
　
司
篤

▼
建
設
部
産
業
集
積
開
発
課
長
（
建
設
部
都
市
計
画
課
産

業
集
積
開
発
室
長
兼
建
設
１
課
副
参
事
〔
事
業
推
進
担
当
〕

事
務
取
扱
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
　
康
彦

【
消
防
本
部
・
署
】

▼
東
消
防
署
長
（
中
消
防
署
副
署
長
兼
指
導
係
長
事
務
取

扱
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
奥
　
進
一

▼
南
消
防
署
長
（
消
防
本
部
消
防
救
急
課
副
参
事
兼
地
域
安

全
係
長
事
務
取
扱
）　　
　
　
　
　
　
　

    　
　
吉
川
　
泉

【
上
野
総
合
市
民
病
院
】

▼
健
診
セ
ン
タ
ー
健
診
管
理
課
長
（
企
画
振
興
部
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
長
）       　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
佳
隆

【
出
納
室
】

▼
出
納
室
長
（
出
納
室
長
兼
出
納
係
長
事
務
取
扱
）川

　
孝
子

【
支
　
所
】

▼
上
野
支
所
振
興
課
長
（
財
務
部
課
税
課
長
）　
三
枝
　
澄
生

▼
伊
賀
支
所
振
興
課
長
（
い
が
ま
ち
公
民
館
長
兼
教
育
委
員

会
事
務
局
生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
上
野
図
書
館
い
が
ま
ち

分
館
長
）　　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
中
原
　
康
雅

▼
大
山
田
支
所
振
興
課
長
（
島
ヶ
原
支
所
振
興
課
長
）

池
本
　
洋
人

▼
大
山
田
支
所
住
民
福
祉
課
長
兼
国
民
健
康
保
険
山
田
診

療
所
長
（
健
康
福
祉
部
〔
社
会
福
祉
事
務
所
〕
福
祉
相
談
調

整
課
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
中
　
ひ
と
み

▼
青
山
支
所
振
興
課
長（
健
康
福
祉
部
医
療
福
祉
政
策
課
長
）

澤
田
　
之
伸

▼
青
山
支
所
住
民
福
祉
課
長
兼
国
民
健
康
保
険
霧
生
診
療

所
長
兼
青
山
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
兼
青
山
福
祉

セ
ン
タ
ー
長
事
務
取
扱
兼
青
山
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
事
務
取
扱
（
青
山
支
所
住
民
福
祉
課
長
兼
青
山
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
兼
青
山
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
事
務
取

扱
兼
青
山
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
）

奥
　
早
百
合

【
市
議
会
事
務
局
】

▼
市
議
会
事
務
局
議
事
課
長
兼
議
事
調
査
係
長
事
務
取
扱

（
市
議
会
事
務
局
議
事
課
副
参
事
兼
議
事
調
査
係
長
事
務
取

扱
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
籔
中
　
英
行

【
水
道
部
】

▼
水
道
部
水
道
総
務
課
長
（
市
議
会
事
務
局
議
事
課
長
）

川
口
　
敏
幸

【
教
育
委
員
会
】

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
長
（
教
育
委
員
会
事

務
局
学
校
教
育
課
副
参
事
〔
管
理
主
事
〕）　　

  

澤
田
　
剛

▼
い
が
っ
こ
給
食
セ
ン
タ
ー
夢
所
長
兼
阿
山
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
大
山
田
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
阿
山
公
民
館

長
兼
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
上
野
図

書
館
阿
山
分
館
長
）　 　
　
　
　
　
　
　
　

  

服
部
　
寿
一

▼
い
が
ま
ち
公
民
館
長
兼
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習

課
副
参
事
兼
上
野
図
書
館
い
が
ま
ち
分
館
長
（
産
業
振
興

部
農
林
振
興
課
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場
　
清

▼
阿
山
公
民
館
長
兼
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
副
参

事
兼
上
野
図
書
館
阿
山
分
館
長
（
水
道
部
水
道
総
務
課
長
）

福
永
　
賢
治

▼
大
山
田
公
民
館
長
兼
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

副
参
事
兼
上
野
図
書
館
大
山
田
分
館
長
（
青
山
支
所
振
興

課
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
野
　
孝
裕

▼
上
野
図
書
館
長
（
ラ
イ
ト
ピ
ア
お
お
や
ま
だ
館
長
）

　

 　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
由
美

【
一
部
事
務
組
合
へ
派
遣
】

▼
企
画
振
興
部
総
合
政
策
課
副
参
事
《
課
長
級
》
兼
産
業

振
興
部
農
林
振
興
課
副
参
事
《
課
長
級
》〔
伊
賀
市
・
名
張

市
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
派
遣
〕（
企
画
振
興
部
総
合
政
策

課
副
参
事
兼
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
副
参
事
〔
伊
賀
市
・

名
張
市
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
派
遣
〕）　　
　

  

福
森
　
靖



お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し
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【
問
い
合
わ
せ
】　
市
民
生
活
課　
☎
22
・
９
６
３
８　
ＦＡＸ
22
・
９
６
４
１

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不

審
な
電
話
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
が
開
始
さ
れ
た

昨
年
10
月
以
降
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

便
乗
し
た
不
審
な
電
話
な
ど
に
関
す
る
相

談
が
全
国
各
地
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
手
続
き

な
ど
で
、
国
や
自
治
体
、
そ
の
他
公
的
機
関

の
職
員
が
、
家
族
構
成
、
資
産
や
年
金
・
保

険
の
状
況
、
口
座
番
号
な
ど
を
電
話
な
ど
で

聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
は

す
ぐ
に
切
り
、
来
訪
の
申
し
出
が
あ
っ
て
も

断
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
関
連
で
あ
る
こ

と
を
か
た
っ
た
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
て

も
、
自
分
の
勤
務
先
な
ど
送
付
者
が
明
ら
か

な
も
の
を
除
き
、
安
易
に
開
封
せ
ず
、
記
載

さ
れ
た
サ
イ
ト
に
も
安
易
に
ア
ク
セ
ス
し
た

り
、連
絡
を
取
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
金
銭
を
要
求
さ
れ
て
も
、
決
し
て

支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
契
約
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

近
年
、
光
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

業
者
と
の
契
約
、携
帯
電
話
な
ど
の
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
が
、全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
多
く
は
、
実
際
に
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
で
な
い
事
業
者

（「
勧
誘
事
業
者
」）
に
よ
る
説
明
不
足
や
虚

偽
説
明
な
ど
に
関
係
す
る
相
談
な
ど
で
す
。

販
売
促
進
の
た
め
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

値
引
き
や
払
い
戻
し
な
ど
を
消
費
者
に
提

供
す
る
な
ど
、「
安
く
な
る
」「
お
得
」
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
勧
誘
が
め
だ
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
不
要
な
契
約
を
含
ん
だ
複
数
の

契
約
を
同
時
に
結
ば
さ
れ
た
り
す
る
ト
ラ

ブ
ル
の
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
払
い
戻
し
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
多
く
、
契
約
時
の

消
費
者
の
費
用
負
担
が
少
な
い
た
め
、
す

ぐ
に
契
約
し
や
す
い
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、

勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
事
業
者
に
返
事
を

せ
ず
、
契
約
内
容
な
ど
を
き
ち
ん
と
確
認

し
、
ま
た
、
必
要
が
な
け
れ
ば
、
き
っ
ぱ

り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
年
５
月
21
日
に
「
電
気
通
信
事
業
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
次
の
消
費
者
保
護
の
規
定
が
導
入
さ

れ
る
予
定
で
す
。

①
契
約
後
の
書
面
交
付
の
義
務

②
初
期
契
約
解
除
制
度

③
不
実
告
知
な
ど
、
勧
誘
継
続
行
為
の
禁
止

④
代
理
店
に
対
す
る
指
導
な
ど
の
措
置
義

　
務
な
ど

　
①
～
④
に
加
え
て
、
事
業
者
は
、
契
約
前

に
料
金
や
そ
の
他
の
提
供
条
件
の
概
要
に
つ

い
て
も
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消

費
者
側
も
契
約
内
容
や
利
用
料
金
、
解
約
条

件
な
ど
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
必
要
の
な
い

契
約
を
結
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
困
っ
た
と
き
は
市
民
生
活
課
へ

　

消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み

が
あ
る
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
市

民
生
活
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
職
員
や
消

費
生
活
専
門
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
統
一
テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
の
強
み
を
活い

か
せ
～
安
全
・
安
心
な
社
会
に
一
億
総
活
躍
～
」

 
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

【
事
　
例
】

○
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る
の

　

で
調
べ
て
い
る
」
と
い
う
電
話
が
あ

　

り
、
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
「
名
義

　

を
貸
し
た
こ
と
に
な
る
」
な
ど
と
言

　
わ
れ
て
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た

○
「
訴
訟
履
歴
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
登

　

録
さ
れ
ま
す
」
と
い
う
内
容
の
不
審

　
な
メ
ー
ル
が
届
い
た

○
行
政
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、
資
産

　

な
ど
の
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

　
人
物
が
来
訪
し
た

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
を
う
た
う
業
者

　
か
ら
の
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た

《
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、す
ぐ
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
》

○
お
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

○
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）

　
☎
１
８
８
（
全
国
共
通
の
電
話
番
号
）

○
警
察
相
談
専
用
電
話　
＃
９
１
１
０

《「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」、
そ

の
他
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
相
談
》

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
・
95
・
０
１
７
８

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
苦
情
あ
っ
せ
ん
相
談
窓
口

　
☎
03
・
６
４
５
７
・
９
５
８
５

《
国
内
電
話
、
国
際
電
話
、
携
帯
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・
相
談
》

　
総
務
省
東
海
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事

業
課　
☎
０
５
２・９
７
１・９
１
３
３

　

 

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１

時
～
５
時

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
な
ど
の

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
勧
誘
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す

　
不
要
な
ら
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う

《
相
談
窓
口
》　

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル　
☎
22
・
９
６
２
６　

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
専
門
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
る
日
時

　

は
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午

　
後
４
時
（
原
則
）
で
す
。



12広報いが市 2016 年（平成 28 年） ５月１日号13 広報いが市 2016 年（平成 28 年） ５月１日号

「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句・芭
蕉
翁
献
詠
連
句
・

芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
」を
募
集
し
ま
す

■
一
般
の
部
・
テ
ー
マ
の
部

【
募
集
作
品
】

一
般
の
部
：
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

テ
ー
マ
の
部
：「
霧
」
に
ま
つ
わ
る
俳
句

※
い
ず
れ
も
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
は
が
き
の
表
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
、
裏
面
に
希
望
選
者
名
・

作
品
２
句
を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※
各
部
門
ご
と
に
10
句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

※
同
じ
句
を
複
数
の
選
者
に
投
句
す
る
こ

　
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
難
読
漢
字
、
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を
つ　

　
け
て
く
だ
さ
い
。

【
選
　
者
】（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

一
般
の
部

　
有
馬
朗
人　
　
稲
畑
汀
子

　
茨
木
和
生　
　
宇
多
喜
代
子

　
小
澤
實　
　
　
鍵
和
田

子

　
金
子
兜
太　
　
黒
田
杏
子

　
坂
口
緑
志　
　
塩
田
薮
柑
子

　
棚
山
波
朗　
　
西
村
和
子

　
長
谷
川
櫂　
　
星
野
椿

　
正
木
ゆ
う
子　
三
村
純
也

　
宮
田
正
和

テ
ー
マ
の
部

　
片
山
由
美
子

【
応
募
期
限
】　
８
月
１
日
㈪　
※
必
着

【
投
句
先
】

　
〒
５
１
８・８
７
７
０

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
番
地
の
13

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」
係

■
英
語
俳
句
の
部

【
募
集
作
品
】

　
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
郵
便
番
号
・
住
所
（
日
本
以
外
の
場
合

は
国
名
か
ら
）・
氏
名
・
電
話
番
号
・
作

品
２
句
を
記
入
し
、
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

【
選
　
者
】（
敬
称
略
）

　
加
藤
耕
子　
　

【
応
募
期
限
】

　
８
月
１
日
㈪　
※
必
着

【
投
句
先
】

　
〒
５
１
８・８
７
７
０

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
番
地
の
13

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
英
語
俳
句
の
部
」
係

　
　

eigo@
basho-bp.jp

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句

　

今
年
度
も
芭
蕉
翁
の
遺
徳
を
偲し

の

び
、

献
詠
俳
句
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
多
数

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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■
児
童
・
生
徒
の
部

【
募
集
作
品
】

　
季
節
・
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

※
未
発
表
の
自
作
（
他
の
俳
句
大
会
な
ど

　
に
応
募
し
て
い
な
い
俳
句
）に
限
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
は
が
き
に
氏
名
・
郵
便
番
号
・
学
校
ま

た
は
園
（
所
）
の
住
所
・
電
話
番
号
・
学

校
ま
た
は
園
（
所
）
名
・
学
年
・
作
品
を

記
入
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
で
投
句
の
場
合
は
ご
自
身
の
住

　
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
２
句
１
組
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
枚
（
４
句
）
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

※
氏
名
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く

　
だ
さ
い
。

※
学
校
・
園
（
所
）
で
ま
と
め
て
お
送
り

　
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
が
き
が
必
要
な
学
校
・
園
（
所
）

　
に
は
お
送
り
し
ま
す
。

【
選
　
者
】

　
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
児
童
・
生
徒
の
部
選
者

【
応
募
期
限
】　
９
月
５
日
㈪　
※
必
着

【
投
句
先
】

　
〒
５
１
８・８
７
７
０

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
番
地
の
13

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
児
童
・
生
徒
の
部
」
係

【
募
集
作
品
】

　
作
品
形
式
は
「
半
歌
仙
」
で
、
芭
蕉
の

句
を
発
句
と
し
た
脇
起

※
未
発
表
作
品
で
、
独
吟
は
不
可

【
応
募
方
法
】　
所
定
の
応
募
用
紙
（
Ａ
４

サ
イ
ズ
・
コ
ピ
ー
可
）
に
、
作
品
・
捌さ

ば
き
の

人
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
（
公
財
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会
の
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　
ま
す
。

※
１
連
衆
３
巻
以
内
と
し
、
捌さ

ば
き
の
人
が
応

　
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
　
者
】　（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

　
青
木
秀
樹　
今
村
苗

　
東
條
士
郎　
西
田
青
沙　

【
応
募
期
限
】　
８
月
１
日
㈪　
※
必
着

【
投
句
先
】

　
〒
５
１
８・８
７
７
０

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
番
地
の
13

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
連
句
」
係

【
募
集
作
品
】

　
画
材
・
彩
色
は
自
由
で
す
。

※
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
15
㎝
×
10
㎝
（
郵
便
は
が
き
サ
イ
ズ
）の

用
紙
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
（
学
生
は
学
校
名
・
学
年
）
を
記

入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
人
５
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

【
選
　
者
】　
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
選
者

【
応
募
期
限
】　
９
月
５
日
㈪　
※
必
着

【
提
出
先
】

　
〒
５
１
８・８
７
７
０

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
番
地
の
13

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
」
係

【
問
い
合
わ
せ
】

○
（
公
財
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会

　
☎
21
・
２
２
１
９　
ＦＡＸ
51
・
６
７
９
６

○
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１　
ＦＡＸ
22
・
９
６
９
４

芭
蕉
翁
献
詠
連
句

芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙

○
特
選
者
に
は
賞
状
と
副
賞
、
入
選
者

　
に
は
賞
状
を
送
付
し
ま
す
。

○
特
選
者
は
、
10
月
12
日
㈬
に
行
わ
れ

　
る
芭
蕉
祭
式
典
で
表
彰
し
ま
す
。

○
特
・
入
選
者
の
作
品
集
を
作
成
し
、

　
販
売
し
ま
す
。

○
選
者
の
都
合
に
よ
り
選
句
が
で
き
な
　

　
い
場
合
は
選
句
の
対
象
外
と
し
ま
す
。

○
特
・
入
選
作
品
の
発
表
や
出
版
に
関

　
す
る
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

○
投
句
作
品
の
訂
正
・
返
却
・
問
い
合

　
わ
せ
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

○
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
適
正
に
管

　
理
し
ま
す
。

○
特
・
入
選
者
の
氏
名
と
住
所
（
都
道

　
府
県
・
市
区
町
村
名
の
み
）
に
つ
い

　
て
は
作
品
集
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
報

　
道
機
関
な
ど
に
公
表
し
ま
す
。
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大
切
な
人
・
ま
ち
を
守
る

活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

近
年
、
全
国
の
消
防
団
の
活
動
で

は
、
主
婦
・
働
い
て
い
る
人
・
学
生
な

ど
の
女
性
が
大
勢
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

入
団
を
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
主
な
活
動
】

○
防
火
防
災
に
関
す
る
広
報
、
啓
発

　
活
動

○
地
域
住
民
へ
の
応
急
手
当
指
導

○
消
防
団
が
行
う
主
要
行
事
へ
の
参
加

※
消
火
活
動
は
し
ま
せ
ん
。

【
入
団
資
格
】

　
市
内
居
住
で
満
18
歳
以
上
の
女
性

【
処
遇
な
ど
】

○
年
報
酬
・
出
動
手
当

○
公
務
災
害
補
償

○
退
職
報
償
金　
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　
消
防
本
部
消
防
救
急
課

　
☎
24
・
９
１
１
５　

　
℻   

24
・
９
１
１
１

◆
伊
賀
市
消
防
団

　
女
性
消
防
団
員
募
集

▲女性消防団員が、防火防
　災の啓発で保育所を訪れ
　たときの様子

〜
高
齢
者
の
日
常
を
見
守
り
、
急
病
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
る
た
め
に
〜

 
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】　
介
護
高
齢
福
祉
課　
☎
22
・
９
６
３
４　
℻  
26
・
３
９
５
０

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
っ
て
な
に
？

　
自
宅
で
急
な
発
作
や
体
の
異
常
を
感

じ
た
と
き
に
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

受
信
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
、
状
況
に

応
じ
て
家
族
や
協
力
員
に
連
絡
し
た
り

救
急
車
の
出
動
を
要
請
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　

受
信
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
１
回
、

利
用
者
宅
に
電
話
を
か
け
て
健
康
状
態

を
確
認
し
た
り
（
お
元
気
コ
ー
ル
）、

看
護
師
な
ど
が
24
時
間
体
制
で
利
用
者

か
ら
の
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
感
セ
ン
サ
ー
」
を
設
置

す
る
と
、一
定
時
間
動
き
が
な
い
場
合
、

自
動
的
に
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
人
感
セ
ン
サ
ー
の
利
用
は
希
望
者
の

み
。
別
途
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
装
置
な
ど
の
利
用
が
可
能
で
、
緊
急

　
時
に
不
安
の
あ
る
65
歳
以
上
の
一
人

　
暮
ら
し
の
人

○
障
が
い
な
ど
で
緊
急
時
に
対
応
で
き

　
な
い
同
居
人
の
み
の
65
歳
以
上
の
人

※
日
中
の
み
独
居
の
人
は
対
象
外

【
自
己
負
担
額
】

○
市
民
税
課
税
世
帯
の
人

　
１
，０
０
０
円
／
月

※
次
の
場
合
は
無
料
で
す
。

○
生
活
保
護
世
帯
の
人

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
ま
た
は
介

　
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が
第
１
段
階

　
〜
第
３
段
階
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

　
帯
の
人

※
人
感
セ
ン
サ
ー
を
利
用
す
る
場
合
は
、

　
別
途
３
０
０
円
／
月
が
必
要
で
す
。

※
電
話
回
線
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ナ
ロ
グ
回
線

　
以
外
の
場
合
、
設
置
で
き
な
い
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み
》

受信センター

家族・協力員
※連絡がとれない場合　
　は委託業者

消防署

①緊急ボタンを押して通報・
人感センサーが自動通報

②受信センター職員が確認

④訪問などで状況を確認

健康相談など（随時）
お元気コール（月１回）

⑦出動

③
協
力
依
頼

⑤
状
況
報
告

利用者

▼緊急通報装置（本体）
▲ペンダント型送

　信機（防水）。緊急
　通報装置と同様
　に、受信センター
　に通報できます。

▲

　信機（防水）。

　に、
　に通報で

⑥出動依頼
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会
場
で
聞
き
た
い
！

出
場
し
た
い
！

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
部

　
☎
０
５
２・
９
５
２・７
３
８
１　

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
平
日
）

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

　
抽
選
・
選
出
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
す

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
９
４

〜
伊
賀
市
文
化
会
館
開
館
25
周
年
記
念
〜

 「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」出
場
者
・
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す

◆
出
場
の
申
し
込
み　

【
応
募
方
法
】　

郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製

を
除
く
。）
に
次
の
内
容
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
往
信
面
（
表
）　

〒
４
６
１・
０
０
０
５　

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
桜
１
・
13
・
３　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
部
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
伊
賀
市
出
場
」
係

○
往
信
面
（
裏
）　

①
郵
便
番
号 
②
住
所 

③
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
） 

④
年
齢 

⑤
性
別 
⑥
電
話
番
号 

⑦
職

業
（
具
体
的
に
。
学
生
は
部
活
動
な
ど
）

⑧
歌
う
曲
名
と
そ
の
歌
手
名 
⑨
選
曲
理
由

（
詳
し
く
）

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、
③
④
⑤
⑦
（
全
員

　
分
）と
関
係（
兄
弟・同
僚・同
級
生
な
ど
）

　
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
返
信
面
（
表
）

　
代
表
者
の
①
郵
便
番
号 

②
住
所 

③
氏
名

○
返
信
面
（
裏
）　
選
出
結
果
を
印
刷
し
ま

す
の
で
、何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】　
中
学
生
以
上
で
、
原
則
と
し
て

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

※
中
学
生
は
予
選
・
本
選
と
も
に
保
護
者

　
同
伴

※
中
学
生
は
、
保
護
者
の
名
前
と
連
絡
先

　
（
電
話
番
号
）を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
２
５
０
組
を
選
出

　

の
上
、
前
日
の
予
選
会
に
出
場
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

※
応
募
は
１
人
（
１
グ
ル
ー
プ
）
１
通
に　

　
限
り
ま
す
。

※
予
選
会
の
演
奏
も
生
バ
ン
ド
で
す
が
、

　
キ
ー
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
本
選
へ
の
出
場
は
予
選
を
通
過
し
た
20

　
組
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
後
の
曲
目
・
出
場
者
の
変
更
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

【
応
募
期
限
】　
５
月
27
日
㈮　
※
必
着

◆
本
選
の
観
覧
申
し
込
み　

【
応
募
方
法
】　

郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製

を
除
く
。）
に
次
の
内
容
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
往
信
面
（
表
）　
〒
４
６
１・０
０
０
５　

　
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
桜
１
・
13
・
３　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
部
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
伊
賀
市
観
覧
」
係

○
往
信
面
（
裏
）　

①
郵
便
番
号 

②
住
所 

③
氏
名 

④
電
話
番
号

○
返
信
面
（
表
）

　
①
郵
便
番
号 

②
住
所 

③
氏
名

○
返
信
面
（
裏
）　
抽
選
結
果
を
印
刷
し
ま

す
の
で
、何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、
入
場

　

整
理
券
（
１
枚
で
２
人
入
場
可
）
を
送

　
付
し
ま
す
。

※
当
選
は
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

※
満
１
歳
以
上
の
子
ど
も
は
、 

整
理
券
が

　
必
要
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど

　

で
の
売
買
を
目
的
と
し
た
申
し
込
み
は

　
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

【
予
選
の
観
覧
】　
申
し
込
み
不
要

※
満
席
時
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合
あ
り

【
応
募
期
限
】　
６
月
７
日
㈫　
※
必
着

【
と
　
き
】

○
予　
選　
７
月
２
日
㈯

　
午
前
11
時
45
分
〜
午
後
６
時
（
予
定
）

○
本　
選　
７
月
３
日
㈰

　

午
前
11
時
45
分
〜
午
後
１
時
30
分

（
予
定
）

【
と
こ
ろ
】　
伊
賀
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
放
送
日
】　
７
月
３
日
㈰

　
午
後
０
時
15
分
〜
１
時

※
総
合
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
第
１
・
国
際

　
放
送

【
主
　
催
】　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局
・
伊
賀

市
・（
公
財
）伊
賀
市
文
化
都
市
協
会

【
ゲ
ス
ト
出
演
者
】

　
八
代　
亜
紀
・
三
山　
ひ
ろ
し
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個人住民税の納税は特別徴収で
◆ 市・県民税「特別徴収」の納税通知書を発送します

　事業所などに勤務している人の個人住民税（市・県
民税）は、所得税と同様に原則として、事業主が給与
から徴収（給与天引き）した上で、従業員に代わって
市町村に納入していただくことになっています。原則、
パートやアルバイトなどの人も特別徴収です。
　特別徴収されていない場合は、事業主に確認してく
ださい。
■従業員のメリット
○金融機関などで納税していただく手間を省くことが

できます。
○普通徴収の納期が原則年４回であるのに対し、特別
　徴収は年 12回（６月から翌年５月まで）のため、
　１回あたりの従業員の負担が少なくなります。
■事業所などのメリット
○所得税のように、税額の計算や年末調整の必要はあ
　りません。
○従業員が常時 10人未満の場合は、市長の承認を受
　け、年 12回の納期を年２回とすることができます。

【問い合わせ】課税課
　☎22-9613　ＦＡＸ		22-9618

【問い合わせ】
○課税課
○三重県総務部税収確保課　☎ 059-224-2133

※事業所などへの税額決定通知書の送付は、５月中旬
　を予定しています。事業主の皆さんの協力をお願い
　します。

【特別徴収（給与天引き）による納税のしくみ】

事
業
所
な
ど

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

従
業
員

（
納
税
義
務
者
）

市（税
の
計
算
）

①給与支払報告書の提出
（1月 31日まで）
②税額決定通知書の送付

（5月 31日まで）

③税額の通知

⑤税額の納入
（翌月 10日まで）

④税額の徴収
（6月から翌年5月まで）	

特産農産物などの生産を支援します
◆ 特産農産物の付加価値化と栽培農家の経営向上をめざして

【対象者】　市内に住所があり、指定した特産農産物を
耕作する生産組織・生産者
【指定特産農産物】　搾油用菜種・アスパラガス
【助成金額・対象要件】
○搾油用菜種：出荷販売または加工処理施設量１kg
あたり 50円
※指定処理施設「菜

な
の舎

くら
」へ出荷販売または加工処理

　をしたものに限ります。
○アスパラガス：購入１株あたり 30円
※新規または更新により購入したものに限ります。
※申請多数の場合は予算内で調整します。

【提出期限】　
○搾油用菜種
　「菜の舎」へ出荷販売ま
たは加工処理をした日から
３カ月以内

○アスパラガス
　新規または更新によって、
株を購入した日から３カ月以内
【提出方法】
　交付申請書兼請求書に必要
事項を記入の上、次の必要書
類を添付して提出してください。　
○搾油用菜種
①「菜の舎」への入荷伝票の写し	
②作付ほ場の位置図と作付が確認できる写真など
○アスパラガス
①購入を証する書類（領収書など）
②作付ほ場の位置図と作付が確認できる写真など
※書式は、市ホームページからダウンロードできます。
【提出先】
　農林振興課	・各支所振興課（上野支所を除く。）

【問い合わせ】農林振興課
　☎43-2302　ＦＡＸ		43-2313
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認知症家族教室を開催します
◆ 認知症への理解を深めるために

　認知症の人の介護に、不安や戸惑いを感じることは
ありませんか。相談できる人や協力者がいなくて、一
人で悩んでいませんか。
　認知症の人を支える家族とさまざまな制度や対応方
法を共に学び、わかちあう場を提供します。
【と　き】　第１回　5月 28日㈯　　
○講演会　午後 1時 30分～３時
　演題：「ちゃんと学べばこわくない認知症」　
　講師：上野病院　院長　平尾　文雄さん
◆第２回以降の日程は次のとおりです
【と　き】
○ 7月 6日㈬　演題：「使える制度・財産管理・自立
支援法など」

○ 8月 18日㈭　演題：「認知症治療薬について」
○9月7日㈬　演題：「介護うつとは？ストレス対処法」
　いずれも午後 1時 30分～ 2時 30分
※第２回以降は、講演会の後につどい交流会があります。
　午後 2時 30分～ 3時 30分
【ところ】
　（一財）信貴山病院分院上野病院
【対象者】
　認知症の人の家族や支えている人
※認知症への理解を深めていただくため、第１回のみ、
　対象者以外の人も参加していただけます。　
【申込先】
　地域包括支援センター（中部にんにんサポート伊賀）

【問い合わせ】地域包括支援センター
　☎ 26-1521　ＦＡＸ 24-7511

スポーツ推進委員を紹介します
◆ 本年度、地域などで活動していただきます

【問い合わせ】スポーツ振興課
　☎ 22-9635　ＦＡＸ 22-9852

　スポーツ推進委員は、地域のスポーツ振興の一翼を
担い、市が企画した各スポーツ事業への協力や地域の
皆さんへのスポーツ実技の指導・助言を行っていただ
くため、市が委嘱する委員です。
【車坂町】　上田　充宣　【田端町・伊予町】　上浪　勝治
【緑ケ丘東町・緑ケ丘中町】　湯矢　澄子・大北　裕次
【緑ケ丘本町・緑ケ丘西町】　福谷　教文・松島　俊策
【緑ケ丘南町】　陳　文峰・松裏　修
【寺町・農人町】　上田　竜也
【赤坂町・玄蕃町・北平野・城北・服部団地（服部町 1
～ 3丁目）】　三浦　笑子
【東丸之内・西丸之内】　増岡　喜子
【西大手町・幸坂町】　岡本　邦裕
【福居町・小玉町・魚町・鍛冶町】　稲岡　豊
【新町・相生町・紺屋町・三之西町・徳居町】　上山　素生
【東町・中町・西町・向島町・片原町】　竹島　賢仁
【茅町・池町・恵美須町】　和田　光生
【桑　町】　小丸　恵一
【東日南町・西日南町・愛宕町】　西岡　啓二
【鉄砲町・万町】　竹内　文子
【東忍町・西忍町】　福地　信行
【小　田】　長谷　伊久男・森下　友博
【久　米】　福田　悟・西岡　誠
【八幡町】　松岡　和　　【花之木】　豊田　昇司
【長　田】　三山　正義　【新　居】　山口　貴史

【三　田】　増地　一也　【諏　訪】　山下　健一郎
【府　中】　武田　実　　【中　瀬】　島田　満
【友　生】　岩瀬　敏一　　【猪　田】　脇中　博文
【依那古】　松本　喜美雄　【神　戸】　家柳　尚生
【きじが台】　嶋澤　哲二　【古　山】　平岡　良一
【花　垣】　西浦　透　　　【比自岐】　菊山　克彦
【ゆめが丘】　藪中　譲・豊田　あかね
【柘　植】　中川　秀紀・西田　秀明
【西柘植】　奥澤　啓二・水岡　律子
【壬生野】　南出　正和・森口　直樹
【島ヶ原】　梶川　正博・近藤　聖子・大島　由里華
【河　合】　辻本　茂和・森川　徹
【鞆　田】　平岡　祐一・小倉　誓弘
【玉　滝】　幾世　幸彦・中林　泰弘
【丸　柱】　稲増　秀明・山本　いずみ
【山　田】　秋山　稔美・西口　會
【布　引】　杉本　博之・番條　まり子	
【阿　波】　稲森　誠・奥　英之
【阿　保】　城　典生・蔵本　知里
【上　津】　馬場　俊行　【博　要】　嶋地　章
【高　尾】　山口　典一　【矢　持】　森永　斎司
【桐ケ丘】　駒原　常雄・山岡　正信
【市全域】　宮田　久一・辻　喜嗣・福岡　和代
　　　　　西岡　定信・辻本　角義
※「上野～」・敬称は省略
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結婚や子育てに関する新規事業の紹介
◆ 「来たい・住みたい・住み続けたい“伊賀”」をめざして

　市では、若い人たちが安心して住むことができ、子
どもを生み育てる環境を充実させるための取り組み
を行っています。
　出会いから結婚・妊娠・出産・子育てまでを切れ目
なく支援する新たな取り組みについて紹介します。

　結婚を希望する人やその親を対象としたセミナー
を開催します。また、婚活パーティなどを実施した団
体などに対し、事業費用の一部を助成します。

　妊娠中や出産後の体調が悪く、家事や育児が困難に
なったお母さんをサポートするため、次の内容につい
てお手伝いをする子育て支援ヘルパーを派遣します。

【内　容】
　食事の準備・片付け・洗濯・掃除などの家事や、授
乳・おむつ交換・沐浴介助などの支援
※ヘルパーさんは、育児や家事に関する専門知識があ
　り、経験豊富な人で、安心してご利用いただけます。

　一時的にお子さまを預り子育て支援を行うファミ
リー・サポート・センター事業について、利用するひ
とり親家庭の負担を軽くするため、利用料の一部を助
成します。
　各事業について、詳しくは市ホームページをご覧い
ただくかお問い合わせください。

【問い合わせ】こども未来課
　☎22-9677　ＦＡＸ22-9646

◆結婚サポート事業

◆子育て支援ヘルパー派遣事業

◆ファミリー・サポート・センター利用料助成
事業

第３子以降保育料無償化の年齢制限撤廃
◆ 多子世帯などの保育料の負担を軽減するために

　市では、安心して子育てができる環境を整えるた
め、多子世帯の保育料軽減を拡大し、幼稚園・保育所

（園）の第３子以降保育料無償化における兄姉の年齢
制限をなくします。
【変更前】
　年度初日で 18 歳未満の兄姉が２人以上いる児童の
保育料を無料

◆年収に応じて第１子・第２子の保育料を軽減します
○年収約 360万円未満相当の世帯
　第２子：半額
※兄姉の年齢制限なし
○年収約 360万円未満相当のひとり親世帯など
　第１子：半額、第２子以降：無料
※兄姉の年齢制限なし
※平成 28 年４月からの保育料に適用しています。
※私立幼稚園の就園奨励費補助金についても同様に
　年齢制限を撤廃し、負担軽減を行う予定です。

【問い合わせ】保育幼稚園課
　☎22-9655　ＦＡＸ22-9646

【変更後】
　兄姉が２人以上いる児童の保育料を無料

間伐で森林を守ろう
◆ 市内の森林を適正に管理していくために

　森林の持つ多面的な機能を持続させるため、交付決
定から１月末までに一定の条件を満たす間伐を行う
森林所有者に、間伐本数に応じて補助金を交付します。
【補助金の額】　（１本当たり）
○林令がおおむね 26 ～ 35 年生
　30％以上の間伐：111 円　　
○林令が 36 ～おおむね 60 年生
　30％以上の間伐：159 円

【申請方法】
　農林振興課・各支所振興課（上野支所を除く。）・伊
賀森林組合にある申請書に必要事項を記入の上、郵送
か持参で提出してください。
【申請期限】　6 月 1 日㈬
※交付条件など、詳しくはお問い合わせください。
【申請先】　〒 518-1395　伊賀市馬場 1128 番地
　伊賀市産業振興部農林振興課

【問い合わせ】農林振興課
　☎43-2301　ＦＡＸ43-2313
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～ウィークリー伊賀市～
　今月は「平成28年度の当初予
算の概要」などをお送りします。

軽自動車税の納税通知書を
郵送します

お知
らせ
お知
らせ

　軽自動車税の納税通知書を５月２
日㈪に郵送します。
　金融機関のほか、コンビニエンス
ストアでも納付できます。
【納期限】
　５月 31 日㈫
※軽自動車税は毎年４月１日現在で
　軽自動車などを所有する人に課税
　します。
※軽自動車などの廃車・名義変更を
　したとき、または住所を変更した
　ときは手続きが必要です。
※年度の途中で廃車または名義変更
　をしても税の払い戻しはありません。
【問い合わせ】
　課税課
　☎ 22-9613　ＦＡＸ 22-9618

赤十字活動資金にご協力をお知
らせ
お知
らせ

５月は社資（活動資金）募集月間です
　日本赤十字社は、世界各国の赤十
字社とともに、紛争や災害、病気な
どで苦しんでいる人々に救済の手を
差し伸べています。また、国内にお
いても被災者の救援活動や、医療、
献血、福祉など幅広い分野で活動し
ています。
　三重県下の活動として、救急法・
健康生活支援講習（災害時高齢者支
援講習）・幼児安全法・防災講習な
どの各種講習会の開催、自治会が催
す講習会への講師派遣、献血の受付
と 24 時間医療機関配送、ドクター
ヘリや医療機器の充実に努めています。
　このような赤十字の活動は、皆さ
んから毎年拠出いただく社資（活動
資金）によって支えられています。
　皆さんのご賛同とご協力をお願い
します。
【前年度報告】
　 平 成 27 年 度 は 10,433,018 円
をお寄せいただき、日本赤十字社へ
送金しました。
　ご支援ありがとうございます。
【問い合わせ】
　日本赤十字社伊賀市地区事務担当

（医療福祉政策課内）
　☎ 26-3940　ＦＡＸ 22-9673

地域子育て支援センター
“すくすくらんど”開所式

催し

【と　き】
　５月９日㈪　午前 10 時～
【ところ】　曙保育園ひまわりホール
（上野徳居町 3272 番地の２）
【内　容】
○オープニング（曙保育園年長児に
　よる遊戯）
○歌・手あそび・親子ふれあいあそ
　びなど
【問い合わせ】
　（福）伊賀市社会事業協会曙保育園
内地域子育て支援センター“すくす
くらんど”
　☎ 21-7393　ＦＡＸ 21-2222
　子育て包括支援センター
　☎ 22-9665　ＦＡＸ 22-9666

寺田市民館
「じんけん」パネル展

催し

【と　き】　５月６日㈮～ 27 日㈮
　午前８時 30 分～午後５時
※土・日曜日を除く。
【ところ】
　寺田教育集会所　学習室１
【内　容】
　「同和問題を解決するために歴史
から学ぶこと」
　なぜ身分制度が作られたのか。部
落内外で身分制度が生活や心境にど
のように影響を与えたのか。パネル
展では、部落差別の本質を見抜き、
同和問題の歴史を学ぶことが人権を
尊重する社会につながることを伝え
ます。
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／ＦＡＸ 23-8728

生涯学習センター
サロンコンサート

催し

「チェロの調べ」
【と　き】　６月２日㈭　午後７時～
８時 30 分（開場：午後６時 30 分）
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多
目的大研修室
【出　演】
　山岸　孝教さん（チェロ）・古川　
知子さん（ピアノ）
※駐車場に限りがありますので、で
　きるだけ公共交通機関をご利用く
　ださい。
【問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　ＦＡＸ 22-9692

“ゆめドームうえの”で健康づくりお知
らせ
お知
らせ

【対象者】　中学生以上
◆トレーニング室
　午前９時～午後 10 時（火・土曜
日は午後９時まで）
※利用は１回１人２時間以内
※午後５時以降の利用は３日前まで
　に要予約（火・土曜日は除く。）
【料　金】　
○登録料：200 円／年（４月１日
～平成 29 年３月 31 日）
※初めて施設を利用する人は、登録
　講習会を受講してください。
○利用料：300 円（中学生・高校
生は 150 円）
※火・土曜日（午後１時～９時）は
　400 円
◆フィットネス教室
　毎週火・土曜日　午後１時～９時
【料　金】　１回１人 400 円　
　お得な 11 枚つづり 4,000 円回数
券をゆめドームうえの受付で販売中
≪エアロビクス≫
　リズミカルな音楽に合わせた有酸
素運動です。心肺機能の向上や脂肪
燃焼に効果的です。
≪健康体操≫
　体をしっかり動かしたり、のばし
たり、リラックスして体力を身につ
けましょう。
≪体力測定≫
　第２・４土曜日
　10 種類の測定を行い、その結果
をもとに指導者がわかりやすく説明
します。
※詳しい時間帯などはお問い合わせ
　ください。
【問い合わせ】
　県立ゆめドームうえの
　☎ 22-0590
　ＦＡＸ 22-0592
　スポーツ振興課
　☎ 22-9635
　ＦＡＸ 22-9852

納期限内に納めましょう
軽自動車税
※納税は便利な口座振替で
【問い合わせ】
　収税課　☎ 22-9612

●納期限　５月 31 日 （火）●納期限　５月 31 日 （火）
今月の納税
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ホームステイ・ホームビジット
受け入れボランティア

募集

　市民の国際交流活動の活性化と異
文化理解の促進を図り、日本を訪れ
る外国人に伊賀の魅力を知ってもら
うため、県・市・国際交流協会など
が行うプログラムで訪れた外国人を
受け入れるホームステイ、ホームビ
ジットのホストファミリーを募集し
ています。
○ホームステイ
　一定期間外国人がホストファミ
リーの一員として家庭に滞在
○ホームビジット
　宿泊を伴わず、短時間ホストファ
ミリーを訪問
【要　件】　○市内に住所があること
○国際交流活動や異文化理解への取
　り組みに賛同していただけること
○家族全員がボランティア精神で広
　く外国人を受け入れていただける
　こと
※原則無償ボランティアです。
【登録方法】　伊賀市国際交流協会に
登録申し込みをしてください。
【登録の有効期間】
　４月１日～翌年３月 31 日
※年度途中の登録も可
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会　☎ 22-9629
　市民生活課
　☎ 22-9702　FAX 22-9641

中学生のメッセージ2016募集

　中学生が日頃感じていることや考
えていることを広く社会に訴えるこ
とにより、青少年が社会との関わり
を考え、また青少年に対する社会の
理解・関心を深めることを目的とし
て実施します。
【応募資格】　県内に在学する中学生
とそれに相当する年齢の人
【応募方法】　400 字詰め原稿用紙３
枚半以上４枚半以下で縦書きしたも
のを在学している中学校などへ提出
してください。
【応募期限】　５月 25 日㈬
※作品応募者全員に参加賞を贈呈
　詳しくは、各中学校・本庁舎受付・
各支所振興課・各公民館・各地区市
民センターなどにある募集チラシを
ご覧ください。
【問い合わせ】　伊賀市青少年育成市
民連絡会議事務局（生涯学習課内）
　☎ 22-9679　FAX 22-9692

いがまち人権パネル展催し

【と　き】
　５月６日㈮～ 26 日㈭
　午前９時～午後５時
※土・日曜日を除く。
※ 13 日㈮・18 日㈬は午後７時 30
　分まで延長して開館します。
※ 14 日㈯・21 日㈯は午前９時か
　ら午後３時まで開館します。
【ところ】　いがまち人権センター
【内　容】
　「V

び じ ょ ん ず
isions 光景～国連 50 年のあ

ゆみ～」
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　FAX 45-9130

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

【と　き】　５月 24 日㈫　午後 1 時
30 分～ 4 時
【ところ】
　名張市武道交流館いきいき（名張
市蔵持町里 2928 番地）
【内　容】　認知症の人を介護する家
族の情報交換の場です。
【参加費】　200 円
※認知症の人は無料。家族の会会員
　は 100 円。申し込み不要。認知症　
　の人が参加する場合は、事前に連
　絡してください。
【問い合わせ】
　地域包括支援センター（中部にん
にんサポート伊賀）
　☎ 26-1521　FAX 24-7511

伊賀市戦没者追悼式の
開催月が変わります

催し

　昨年まで毎年５月に開催していま
した伊賀市戦没者追悼式は、今年度
は９月に開催します。
【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　FAX 22-9673

県立美術館友の会セミナー催し

　三重県立美術館では、6 月 26 日
㈰まで、「招き猫亭コレクション　
猫まみれ展」を開催中です。
　謎のコレクター「招き猫亭」が約
40 年かけて収集した、江戸時代か
ら現代までのネコにまつわる作品が
約 370 点展示されています。
　その中から、いくつか厳選して、
その魅力をプロジェクター画面を見
ながらご紹介します。お誘い合わせ
の上、ぜひご参加ください。
【と　き】　５月 21 日㈯
　午後１時 30 分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　５階学習室２
【演　題】
　「ネコの美術に、いざ、まみれにゃ
ん ! ～表現されたネコたちの魅力～」
【講　師】　三重県立美術館学芸員
　　　　　吉田　映子さん
【問い合わせ】　文化交流課
　☎ 22-9621　FAX 22-9694

楽しいおはなしがやってくる♪催し

～図書室公開講座～
　おはなしボランティア「どよっこ
クラブ」によるおはなし会をします。
　絵本の読み聞かせや手遊びなど子
どもから大人まで一緒にお楽しみく
ださい。
【と　き】　５月 10 日㈫
　午前 10 時 30 分～
【ところ】　青山図書室
【問い合わせ】
　青山公民館
　☎ 52-1110　FAX 52-1211

銃砲刀剣類登録審査会催し

　銃砲刀剣類所持等取締法（銃刀法）
の規定により、銃砲刀剣類登録審査
会が開催されます。　
　本来、銃砲刀剣類は、所持するこ
とが禁止されていますが、骨董品や
美術品または文化財としての価値も
あるので、個人の財産として認めら
れています。そのため銃刀法では、
登録審査を受け、登録証が発行され
たものに限り、所持を認めています。　
　何らかの理由で銃砲刀剣類が発見
され、将来にわたって所持する場合
は、必ず審査会に出席してください。
【と　き】　すべて火曜日
　６月 14 日・８月２日・10 月４日・
12 月 13 日・平成 29 年２月 28 日
　午前 10 時～午後２時　
【ところ】
　三重県津庁舎（津市桜橋 3-446-34）
※県庁ではありません。
【問い合わせ】　三重県教育委員会事
務局社会教育・文化財保護課
　☎ 059-224-2999
　文化財課
　☎ 47-1285　FAX 47-1290 
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離乳食教室募集

　離乳食の進み具合はいかがです
か。９カ月頃になると、好き嫌いが
出てきたり、自分の手で食べたり、
家族と同じ食卓で楽しくおいしく食
事ができたりとめざましい成長がみ
られる時期です。
　この時期からの食事、おやつを一
緒に作ってみましょう。
【と　き】　５月 24 日㈫　午後１時
30 分～３時 30 分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　講話「離乳食３回食を中
心に」・離乳食の調理と試食
※調理実習の際、託児があります。
　希望者は申し込み時にお伝えくだ
　さい。
【定　員】　20 人
【持ち物】　母子健康手帳・筆記用具・
エプロン・三角巾・手ふきタオル
【申込受付開始日】　５月６日㈮
※先着順・電話予約制
【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　FAX 22-9666

個店魅力創出事業募集

　市内の商業の活性化を図るため、
地域の特色を生かした魅力ある店舗
づくりを実施する事業者に補助金を
交付します。
【補助対象事業】
○空き店舗等活用支援事業
　事業者などが市内にある空き店舗
などを利用して集客に役立つ魅力あ
る店舗などを開設する事業
○個店魅力向上事業
　事業者などが自ら営業している店
舗の魅力向上を図るために実施する
事業
【対象者】
　市内に事業所がある個人または法
人（新規創業予定者を含む。）
【対象地域】
　中心市街地と地域拠点（各支所周
辺・近鉄伊賀神戸駅・JR 伊賀上野駅・
佐那具駅・柘植駅周辺）
【審査方法】　審査会で事業内容を審
査し決定します。
【募集期限】　６月３日㈮
※補助内容や交付の条件など、詳し
　くはホームページをご覧いただく
　かお問い合わせください。
【提出先・問い合わせ】
　商工労働課
　☎ 22-9669　FAX 22-9628河川愛護モニター募集

　日常生活を通じて河川について気
づいたことなどを月１回程度レポー
トにしていただきます。
【応募人数】　若干名
【期　間】　７月１日㈮～平成 29 年
６月 30 日㈮
【対象河川】　
○木津川大内橋から岩倉大橋下流付
　近まで
○柘植川山神橋より下流側
○服部川服部橋より下流側
【応募資格】　対象河川の付近にお住
まいの 20 歳以上の人
【謝礼月額】　4,000 円程度
【応募方法】
　 応 募 用 紙 に 記 入 の 上、 郵 送 か
ファックスで応募してください。
※詳しくは木津川上流河川事務所の
　ホームページをご覧ください。
【応募期限】　５月 31 日㈫　※必着
【応募先・問い合わせ】
　〒 518-0723　名張市木屋町 812-1
　木津川上流河川事務所管理課
　☎ 63-1611　FAX 64-9070
　公共基盤推進課
　☎ 43-2326　FAX 43-2324

親子英語サークル
アメリカンパイ

募集

【と　き】　第 2 火曜日
　午前 10 時～ 11 時（全 10 回）
※初回は 6 月 14 日㈫
【ところ】
　阿山保健福祉センター　ホール
【内　容】　歌や踊りや工作を通して、
簡単な英語を身に付けます。
○アロマと英語で親子リラックス
○英語でベビータッチ
○英語のお絵かき歌　など
【対象者】
　保育所や園に通所していない幼児

（1 歳半くらいから）とその保護者
【持ち物】　はさみ・のり・色鉛筆
【参加料】
　1,500 円（保険料など）／年
【申込方法】　電話
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会事務局
　☎ 22-9629　FAX 22-9641
【問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9702　FAX 22-9641

全国一斉あそびの日募集

つながろう　いがっこ　げんきっこ
【と　き】　５月 22 日㈰
　　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
【ところ】　阿山小学校体育館
【内　容】
○わくわくアート
○ 3B 体操
【対象者】
　４歳以上の子どもと保護者
※小学校２年生以下は保護者同伴
【定　員】　70 人　※先着順
【参加費】　100 円／人
【持ち物】
　はさみ、不用な雑誌やチラシ
【申込方法】
　電話 ･ ファックス ･E メール
※ファックス･E メールの場合は、住
　所 ･ 氏名・学校（園）名・電話番
　号・プログラム名を記入の上、お
　申し込みください。
【申込期限】　５月 20 日㈮　午後４時
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市レクリエーション協会事務
局（スポーツ振興課内）
　☎ 22-9635　FAX 22-9852
　　sports@city.iga.lg.jp

平成28年執行
参議院議員通常選挙

期日前投票立会人

募集

【募集人数】　若干名
※応募者多数の場合は抽選
【応募資格】　立ち会いを指定した日
に選挙権がある人
【とき・ところ】
　６月下旬から 7 月中旬にかけて
の期日前投票所が開設される期間の
うち、別途委員会が指定する日の午
前 8 時 30 分～午後 8 時
【仕事内容】　投票管理者のもとで、
投票事務が公正に処理され、選挙人
が自由な意思に従って投票すること
ができるよう投票事務全般に立ち
会っていただきます。
【立会場所】
　ハイトピア伊賀　期日前投票所
【報　酬】　9,500 円／日
【応募方法】　はがきに、住所・氏名・
生年月日・電話番号を記入の上、郵
送してください。
【応募期限】　５月 20 日㈮　※必着
【応募先・問い合わせ】
　〒 518-8501
　伊賀市上野丸之内 116 番地
　伊賀市選挙管理委員会事務局
　☎ 22-9601　FAX 24-2440
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まちかど通信

　島ヶ原温泉やぶっちゃで、園児や児童を対象にした
絵画教室「さくらを描こう」が開かれました。
　講師である画家の松永伸さんと元美術教諭の前田和
子さんの指導のもと、子どもたちは桜の木の下で水彩
絵の具やクレヨンなどを使って桜を描きました。
　この日は、市内の保育園年中児から小学校６年生ま
での 17 人が参加し、思い思いの桜の絵を完成させま
した。

絵画教室「さくらを描こう」（４月３日）

春の訪れとともに

▲

できあがった桜の下絵
　に、親子で仲良く色を
　塗りました。

▲講師のアドバイスを受
　けている様子

　上野公園で、伊賀上野NINJA フェスタの恒例イベ
ント、ちびっこ忍者ダンスダンスを行いました。
　これは、市内の保育所（園）・幼稚園から、４月で
年長となった子どもたちが参加し、午前と午後に分か
れてダンスなどを披露するものです。
　この日は総勢 717 人の子どもたちが参加し、忍
ジャーズダンスチャイルドバージョンやにんにん体操
などを披露してNINJA フェスタの初日を盛り上げま
した。

ちびっこ忍者ダンスダンス（４月２日）

かわいい忍者の参上だ！

▲忍にん体操を披露する様子

▲忍者をイメージした衣装を
　着て、元気いっぱいにダン
　スを踊りました。

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。
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森
林
は
私わ
た
した

ち
に
と
っ
て

大
切
な
も
の

　
伊い

が賀
市
に
は
森
林
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
よ
ね
。
み
な
さ
ん
は
、

森
林
が
私わ
た
した
ち
の
暮く

ら
し
に
ど
ん

な
影え

い

響き
ょ
うを

与あ
た

え
て
い
る
か
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
森
林
に
は
た
く
さ
ん
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
木
々
に
は
人
間
に
必
要
な
酸さ
ん

素そ

を

作
っ
た
り
、
汚よ
ご

れ
た
空
気
を
き
れ
い
に
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
面
に
根
を
は

り
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
で
土
が
崩く
ず

れ
る
の
を
お

さ
え
ま
す
。
一
方
で
、
森
林
の
や
わ
ら
か
い

土
は
、
雨
水
を
貯た

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

洪こ
う
ず
い水
が
起
こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

み
な
さ
ん
が
最
も
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
森
林
の
働
き
は
、
木
材
を
生
産
す
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
の
周

り
に
も
、
鉛え
ん
ぴ
つ筆

や
机つ
く
えな

ど
、
木
で
で
き
た
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
、
森
林
は
私わ
た
した

ち
の
生
活
の

中
で
と
て
も
重
要
な
役や
く
わ
り割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
す
。

間か
ん
ば
つ伐

で
森
林
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
は
、
人
が
手
入
れ

を
し
な
い
と
荒あ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
荒あ

れ
た

森
林
は
本
来
の
働
き
が
で
き
ず
、
洪こ
う
ず
い水
や
土ど

砂し
ゃ

崩く
ず

れ
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
雑ざ
っ
そ
う草
を
刈か

っ
た
り
間か
ん
ば
つ伐
を
し
た

り
し
て
、
木
々
が
健
康
に
育
つ
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
間か
ん
ば
つ伐

と
は
、
木
と
木
の
間
が
込こ

み

合
っ
て
森
林
の
中
に
光
が
入
ら
な
く
な
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
、
木
の
本
数
を
減へ

ら
し
て
適て
き

度ど

な
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き

間ま

を
作
る
こ
と
で
す
。
こ
の
と
き
に

切
ら
れ
た
木
が
、
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た
した

ち
の
暮く

ら
し
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

木
と
触ふ

れ
合
お
う

　

市
で
は
、
親
子
で
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
、「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
と

い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
で
は
、
健け
ん
し
ん診
の
と
き
に
伊い

が賀
産
の
ヒ

ノ
キ
で
で
き
た
ス
プ
ー
ン
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
り
、
市
内
の
保ほ

育い
く

所し
ょ

な
ど
に
積
み
木

を
配
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
木
と
触ふ

れ

合
う
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
身
近
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

「
木
」
に
触ふ

れ
た
と
き
は
、
大
切
な
森
林
の
こ

と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
農
林
振し

ん
こ
う興
課

　
☎
43
・
２
３
０
１　
℻  
43
・
２
３
１
３

の
で
す
。

間か
ん
ば
つ伐

で
森
林
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
は
、
人
が
手
入
れ

小・中
学
生
の
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す

本紙 18ページの
「間

か ん ば つ

伐で森林を守ろう」について、
わかりやすく解

か い せ つ

説します。

こども広場
「森林と私

わたし

たちの暮
く

らし」

で森林を守ろう」について、で森林を守ろう」について、で森林を守ろう」について、で森林を守ろう」について、

　長田小学校で菜の花まつりを行いました。この催しは、
菜の花プロジェクトの一環として、菜の花を見て、食べて、
楽しむことを目的としており、会場では、「ご当地グルメ
市場」と銘打って、地元の住民自治協議会などが菜の花に
ちなんださまざまな食べ物などを出店したほか、搾油体験
コーナーや、市内のダンス教室の生徒たちによるダンスな
どが行われました。
　この日は約 3,000 人が訪れ、見頃を迎えた菜の花畑を楽
しみ、春の１日を過ごしました。

菜の花まつり（４月 10日）

今年も見頃を迎えました

▲

地元の食材を使った料理を
　堪能しました。

▲咲き誇る菜の花を
　楽しむ家族
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急激な温度変化が引き起こす

「ヒートショック」にご用心
カラ
ダのこ

と
おしえて！

昨日よりも
健康に。

カラダの話

【問い合わせ】　上野総合市民病院　☎ 24-1111

血圧の大きな変動で発症する「ヒートショック」
　皆さんは「ヒートショック」
という言葉を聞いたことがあ
りますか。
　最近ではテレビや新聞など
でも取り上げられているの
で、耳にしたことがある人も
いると思います。
　ヒートショックとは、家の中の急激な温度差がも
たらす体への悪影響のことです。急激な温度変化に
より血圧が大きく変動することで、失神や心筋梗塞、
脳梗塞を起こすことがあります。
高齢者や高血圧症の人などに発症率が高い
　ヒートショックが原因で亡くなる人は年間で１万
人以上、病死と診断されている人も多く、実際の数
はさらに多いとされています。
　この数字は交通事故で亡くなる人の２倍以上で
す。危険性が高い人として、高齢者や高血圧、糖尿
病のある人が挙げられます。

温度差をなくすことや
水分補給などが予防の鍵に
　ヒートショックを予防す
るために重要なことは、部
屋ごとの温度差を可能な限
りなくすことです。例えば、入浴時は、あらかじめ
更衣室を暖房器具で温めておきます。また、シャワー
で高い位置から浴槽にお湯を注ぐことで浴室を暖
めておくことができます。浴槽のお湯は 38度から
40度でぬるめに設定しましょう。そうすることで
心臓への負担を軽減することができます。また、入
浴して汗をかくと水分が不足し、血液はどろどろに
なりやすくなり心筋梗塞や脳梗塞の危険性が高まり
ます。入浴前にコップ一杯の水を飲むとよいでしょう。
　身近に潜む恐ろしいヒートショック。でも、皆さ
んの少しの工夫で十分予防することができます。
　ぜひ参考にしてみてください。
　　　　　　　上野総合市民病院
　　　　　　　循環器内科病棟看護師　北田　良宣

みんなでなくそう ! 不法投棄
◆ 自分たちのまちの環境を守るために

　市では、現在、不法投棄を未然に防止するための活
動や早期の回収に努めています。
　しかし、タイヤや家電製品などを山林や道路脇など
に捨てる不法投棄が後を絶ちません。そのような身勝
手な行為が、地域の生活環境や自然環境を悪化させる
原因になっています。
　このような不法投棄を防ぐためにも、地域と行政が
協力し、看板の設置や地域パトロールの実施、また、
自分の土地に不法投棄されないよう柵や鎖などで侵入
防止・不法投棄防止対策をするなど、自分たちのまち
をみんなで守る取り組みが大切です。

【問い合わせ】廃棄物対策課
　☎20-1050　℻  20-2575

◆主な不法投棄物の回収状況（平成 27年度）
○テレビ：99台　
○冷蔵庫：54台
○タイヤ：357本　
○その他可燃ごみなど：8,355kg

▼市内の山林で大量
　に不法投棄された
　冷蔵庫

▼

地域住民の協力の
　もと、家電製品な
　どを回収する様子

　不法投棄をしている現場を見かけ
たら、廃棄物対策課または各支所振
興課までご連絡ください。
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　今月 26日㈭・27日㈮の２日間、伊勢志摩サミッ
トが開催されます。
　主要７か国の首脳が一堂に会するサミットでは、国
際テロ組織、過激派などによる違法行為が懸念されます。
　過去に日本で開催されたサミットでは、テロ・ゲリ
ラ事件などが発生しており、警察ではサミットの成功
に向けて、国際テロ対策などさまざまな対策を行って
います。
　国際テロ対策で最も重要なことは、未然の防止です。
　警察では『テロリストを入れない』『テロの拠点を
作らせない』『テロを起こさせない』ため、警戒活動
の強化を図っています。
　しかし、テロを未然に防止するためには、地域の皆
さんの協力が必要です。警察や地域が密に連携した『官
民一体』によるテロ対策を広く推進していく必要があ
ります。
　自分の身の回りで、次のような「何かおかしい」「普

段と違う」と感じることがあれば、
警察への通報をお願いします。
○不審な人物・物・車両を見かけた
○アパートの部屋から薬品のにおいがする
○付近の草木が枯れている
　また、サミット開催に伴い、５月 25日㈬から 28
日㈯までの間、高速道路や主要道路などで、検問・交
通規制に伴う交通渋滞が予想されます。
　混雑緩和のために、公共交通機関の利用・マイカー
の利用の自粛・事業用車両の運行調整などにご理解、
ご協力をお願いします。
　サミットに関する情報は、三重県警察ホームページ
でも提供しています。
◆三重県警察ホームページ
　https://www.police.pref.mie.jp/

【問い合わせ】　伊賀警察署　☎ 21-0110
　　　　　　　名張警察署　☎ 62-0110

サミット警備にご協力を

伊賀警察署だより

「20分の 1」を考える　－阿山支所振興課－
　「20分の 1」という割合を聞いたとき、皆さん
はどんな印象を持つでしょうか。
　例えば、くじ引きで「20 人に 1 人は当たる」
と言われたら、「わりと高い確率だなぁ」と考える
人が多いのではないかと思います。
　実は、これは「LGBT に該当する人がどれぐら
いいるか」という割合と同じです。LGBT とは、
好きになる対象が同性であったり、自分の体の性
に違和感があったりと、今まで一般的だと考えら
れてきたかたちとは違う性のあり方を持つ「性的
少数者」を表す言葉です。さまざまな調査によると、
およそ「20 人に 1人」は LGBT に該当する可能
性があると言われています。
　「テレビや新聞で見ることはあっても、私の身近
にはいない」と感じる人がほとんどではないでしょ
うか。しかし、LGBT の人が本当に身の周りにい
ないわけではありません。自分が気づいていない、

または知らないだけで、「どこか遠くの特別な存在」
ではないのです。自分と違う意見の人が大勢いる
中で、「私は違う」と言うことは、とても勇気がい
ることです。LGBT当事者は、違いを示すことで、
周囲から非難され差別されるのではないかと不安
を感じ、悩みながら、自分の性のあり方を隠して
いることが多いのです。
　伊賀市では、今年の4月から同性カップルのパー
トナーシップ宣誓書に受領証を交付する制度を始
めるなど、LGBT支援の取り組みを進めています。
また、市民の皆さんに性の多様性を伝えていきた
いと考えています。
　LGBT に限らず、一般的、典型的ではないこと
を「考える必要のないこと」「おかしなこと」と考
えるのではなく、多様性を理解し、お互いを尊重
し認め合っていくことこそが、誰もが本当に生き
やすい社会への第一歩ではないでしょうか。

人権について考えるコラムです。

し認め合っていくことこそが、誰もが本当に生き
やすい社会への第一歩ではないでしょうか。

明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策・男女共同参画課 ☎ 47-1286　℻   47-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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図書館
　　だより
図書館
　　だより

■一般書　
『おもしろパラドックス』

ゲイリー・ヘイデン　他／著
『世界で一番美しい犬の図鑑』

　タムシン・ピッケラル／著
■児童書
『マーサとリーサ①　お片づけのなやみ、ひ
きうけます！』　 たかおか　ゆみこ／作・絵
『はいくしょうてんがい』
苅田　澄子／作、たごもり　のりこ／絵

■絵本
『グレート・ワンダーシップへようこそ！』

五味　太郎／作
『だれかぼくをぎゅっとして！』

  シモーナ・チラオロ／作・絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

□絵本
『ねこのひけしや』

渡辺　有一／作
　火消しの仕事は、江戸の町を火事から守るこ
と。ねこのぶちまるは、一人前になるために訓
練に励んでいます。そんなある夜、近くの長屋
で火事が起きて…。迫力のある絵本です。

□一般書　
『めくるめく現代アート』

筧　菜奈子／文・絵
　戦後から現在に至るまで活躍している現代
アートの作家を 40人選出し、代表作品などを
作家の肖像や特徴的な発言とともにイラストで
紹介します。

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ
◆「N

な い と

ight L
ら い ぶ ら り ー

ibrary a
あ ん ど

nd M
み ゅ ー じ あ む

useum～キラキラとともに～」

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
５月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

10日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会
阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

11日㈬ 10：30～ いがまち図書室 ミニサロンひまわり
14日㈯ 10：30～ 大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）
15日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

と　き ところ 催物（読み手）
17日㈫ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？
28日㈯ 10：00～ いがまち図書室 読み聞かせ会（ぶらんこ）

6月1日㈬
10：00～ いがまち図書室 絵本の時間（お話の国アリス）

10：30～ 青山子育て支援センター あかちゃん こんにちは

と　き 催し名 内　容

５月13日㈮ 18：00～ ギター＆マンドリンのしらべ 出演：上野高等学校ギター・マンドリン部
19：00～ 癒しのアイリッシュハープ 出演：アイリッシュハープ奏者　みつゆき　※要予約（定員 50人）

５月14日㈯
①17：00～
②18：00～ キラキラのおはなし会

読み手：おはなしクラブいがぐり
※隠れ家席のみ要予約（各回定員 20人・子ども優先）

19：00～ 朗読のゆうべ 出演：伊賀市長　岡本　栄・佐藤　直美さん　※要予約（定員50人）

両日開催
L
らいぶらりー
ibrary M

み ゅ ー じ あ む
useum S

す て ん ど
tained G

ぐ ら す
lass S

さ ー な
a-na による作品展示

ナイトリーディング 読書・キラキラ工作体験
レジンで作るキラキラメダル 協力：伊賀白鳳高等学校美術部（材料費100円）　※各日先着30人
キラキラ☆カフェ（有料） オープンカフェ（13日㈮はあけぼの学園高等学校製菓製パン部出店）

【申込方法】　電話　※月曜日休館
【申込受付開始日】　５月7日㈯　午前９時～
【申込先・問い合わせ】　上野図書館

【と　き】　５月 13日㈮・14日㈯
　午後４時 30分～８時 30分

【ところ】　上野図書館
※入館自由ですが、休館中のため本の貸し出しは不可。

▲

上野図書館休館のお知らせ
　５月９日㈪～ 23日㈪：特別図書整理のため休館
※返却には駐車場側のブックポストをご利用ください。
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情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやまとなりまち　い
甲賀市甲賀市

　みなくち子どもの森
は、広大な森を生かし
た自然公園です。
　園内には、昆虫広場
や体験農場などがあり
ます。公園路には、季

節の里山の生き物たちについてのクイズも設置し
ており、いつでもウオークラリーを楽しむことが
できます。また、自然をテーマにした博物館「自
然館」には、230万年前の再現やジオラマを使っ
た展示もあります。
　子どもから大人まで、見て、触って、遊びなが
ら学べる施設ですので、ぜひご利用ください。
【ところ】　甲賀市水口町北内貴 10
【アクセス】　新名神高速道路「信楽 IC」から水
口方面へ約 20分
【問い合わせ】　みなくち子どもの森
　☎ 0748-63-6712

～楽しみながら自然を発見～
みなくち子どもの森

亀山市亀山市

～自然を学び、自然に親しむ～
亀山里山公園「みちくさ」

　亀山里山公園「みち
くさ」は、約 3.5ha の
荒地を整備し、多くの
生き物が生息できる里
山へ復元することで、
豊かな自然とふれあえ

る憩いの場・環境学習の場として親しまれていま
す。園内では、５月から 10月末までザリガニ釣
り体験が行われています。
【開園時間】　午前８時 30分～午後５時（12月
29日～１月３日は休園）　※入場無料
※季節により閉園時間が異なります。
【ところ】　亀山里山公園「みちくさ」（亀山市椿
世町 407-1）
【アクセス】　東名阪自動車道「亀山 IC」から国
道１号を鈴鹿方面へ約 10分
【問い合わせ】　亀山市環境産業部環境保全室
　☎ 0595-82-8081

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615番地　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日および祝日診療を行っている医療機関については、
　三重県救急医療情報センター（☎ 24-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22

（フリーダイヤル）
　医師・看護師などが 24時間年中
無休体制で、救急医療や応急処置な
どに関する相談に応じます。（通話
料・相談料：無料）

５月の二次救急実施病院

＊小児科以外の診療科です。

≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時45分
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】
　【名張市立病院（☎ 61-1100）】
　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◉各病院の受け入れ体制

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
　岡波

３
　名張

４
岡波・名張

５
　名張

６
　上野

７
　上野

８
　岡波

９
　岡波

10
　上野

11　
岡波・名張

12
　名張

13
　上野

14
　名張

15
　名張

16
　岡波

17
　名張

18
岡波・名張

19
　名張

20
　上野

21
　上野

22
　岡波

23
　岡波

24
　上野

25
岡波・名張

26
　名張

27
　上野

28
　上野

29
　名張

30
　岡波

31
　名張

＊小児科以外の
診療科です。
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　今月の 26・27 日に伊勢志摩サミットが開かれま
す。G7（先進７カ国）の方々が伊勢志摩を訪れると
いうことで、近頃その「おもてなし」が話題になっ
ています。伊賀にも、そのような方々に知って、見て、
食べていただきたいものがたくさんあります。
　旅の計画を立てる際に「おいしいものを食べるこ
と」を楽しみの１つとして挙げる人も多いのではな
いでしょうか。伊賀の食といえば、やはり一番に思
い浮かぶのは伊賀牛です。これは、どこに出しても
決して引けを取らない逸品であると感じています。
昨年、ミラノ国際博覧会に出展したときも、30kg 持っ
て行った伊賀牛はあっという間になくなってしまい
ました。現地の訪問者からは、「これは本当に肉なの
か？」「今まで食べたことがないくらいおいしい」な
どの声が上がるほど大変反響があり、海外でも認め
られる味であることがわかりました。
　そして、伊賀米コシヒカリは、平成 27 年産米の
食味ランキングにおいて「特A」という最高評価を

受け、今回で５年連続の「特A」認定となりました。
また、良い米ができる条件に恵まれていることから、
伊賀の酒も、とてもおいしく好評です。
　さらに、伝統的工芸品である伊賀焼を外国の方に
お見せすると、伊賀焼の特徴である青ガラス質のビー
ドロ釉

ゆう
が目を引いたのか、「これはガラスですか？」

という質問が寄せられ、興味を持っていただいたこ
とがあります。また、伊賀くみひもに関しては、伝
統的なくみひもだけにとどまらず、最近はネクタイ
やストールなども作られているので、多くの人に好
んで使っていただけると思います。
　ミラノでの評価を受け、伊賀には世界に誇れるもの
が数多くそろっていることを確信しました。これらを
伊賀独自のおもてなしのツールとして、市民の皆さん
や、商店・企業などがしっかり活用し、実を結んでい
くことが大切です。また、市では伊賀ブランド認定
制度も始まりました。今後も市全体で伊賀の魅力発
信に努めていきたいものです。（伊賀市長　岡本　栄）

ー世界に誇れる伊賀ー

市長の伊賀じまん

▲伊賀焼の皿にのせた伊賀米
　コシヒカリのおにぎり

▲伊賀くみひも製品
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南
宮
山
か
ら
連
な
る
丘
陵
南
側
の
中
腹

に
所
在
す
る
大
光
寺
現
本
堂
の
西
方
、
や

や
南
に
下
っ
た
谷
あ
い
に
地
蔵
坐
像
磨
崖

仏
は
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
磨
崖
仏
の
存
在
は
、
郷
土
史
家
の

手
元
に
あ
っ
た
写
真
や
現
地
の
調
査
に

よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
近
年
は
所

在
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
、
寺
院
周
辺
の
よ
り
詳
細
な
調
査
に

よ
っ
て
、
再
び
発
見
さ
れ
、
大
変
良
い
状

態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
磨
崖
仏
は
、
苔こ
け
生む

し
た
花か

崗こ
う
岩が
ん
製
の
露

呈
石
（
高
さ
２
ｍ
、
幅
４
ｍ
）
の
側
面
下

方
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
上
端
の
角
が
切

り
落
と
さ
れ
た
枠
（
高
さ
56
㎝
、幅
44
㎝
、

深
さ
５
㎝
）
の
中
に
、
剃て
い
髪は
つ
し
た
姿
で
右

手
に
錫
し
ゃ
く
じ
ょ
う
杖
、左
手
に
小
さ
な
宝
珠
を
持
ち
、

台
座
に
乗
る
地
蔵
菩
薩
（
坐
像
の
高
さ
30

㎝
、
台
座
の
高
さ
16
．５
㎝
）
が
半は
ん

肉に
く

彫ぼ

り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
仏
か
ら
放
た
れ
る
光
を
表
現
し
た
光こ
う
背は
い

は
、
頭ず

光こ
う
と
身し
ん
光こ
う
が
あ
り
、
二
重
輪
光
式

と
呼
ば
れ
ま
す
。
頭
光
に
は
薄う
す
肉に
く
彫ぼ

り
で

蓮
の
花
を
文
様
化
し
た
蓮れ
ん
華げ

文も
ん
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。像
全
体
の
彫
り
は
重
厚
で
、

法
衣
を
ま
と
い
、
胸
元
に
は
二
重
の
山
形

が
見
え
ま
す
。
ま
た
、
地
蔵
の
乗
る
台
座
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は
、
最
下
段
か
ら
順
に
輪
郭
の
あ
る
框か
ま
ち

座ざ

、
複
弁
の
反か
え
り花ば
な
、
敷し
き
茄な

子す

、
単
弁
の
請う
け

花ば
な
と
な
っ
て
お
り
、
非
常
に
丁
寧
に
表
現

し
て
い
ま
す
。
こ
の
磨
崖
仏
に
年
号
銘
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
の
石
仏
の
様

相
と
比
較
し
た
結
果
、
室
町
前
期
（
南
北

朝
時
代
）
の
作
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
姿
の
石
仏
に
は
、
す
で
に

市
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
寺
田
の
石
造

地
蔵
菩
薩
坐
像
や
岡
山
の
石
仏
が
あ
り
ま

す
。伊
賀
地
域
に
は
こ
の
磨
崖
仏
を
含
め
、

現
在
５
例
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
寺
田
型
と
も
言
え
る
地
域
的

な
特
徴
を
持
つ
磨
崖
仏
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
、
こ
の
磨
崖
仏
は
、
寺
田
型
の
作
例

を
良
好
に
残
す
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、

今
年
の
３
月
24
日
、
市
指
定
有
形
文
化
財

（
彫
刻
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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℻  
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・
１
２
９
０ ▲磨崖仏の台座部分

框座
反花
敷茄子
請花

▲磨崖仏

身光

頭光
光背


